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2011年度喜安記念業績賞紹介

　このたび，喜安記念業績賞を受賞することとなり，

大変光栄に存じます．受賞者のみならず，本技術の

開発，標準化や実用化に携わったたくさんのメンバ

全員に深く感謝いたします．

　受賞となった自動車向け狭域通信システムの通信

基盤技術は，DSRC（Dedicated Short Range Com­

munication：スポット通信）と呼ばれる ETC（有料

道路自動料金支払いシステム）で用いられている通

信方式の多目的利用を実現するためのものです．

　研究開発を始めた当時，DSRC を多目的用途に

展開するための開発は，インターネット利用を可能

とする方式が主流でしたが，走行車両に対するサー

ビスや低リソースな車載器でのサービスへの対応に

課題がありました．そこで，これらのサービスを早

期に実現可能で，かつ将来的な発展性のあるシステ

ムの構築を目的に研究開発を始めました．これらの

目的を達成するために，50 ミリ秒以下という高速

な初期接続や低リソース実装を特徴とするマルチア

プリケーション対応通信プロトコルと，車載システ

ムの有する機能に応じた複数種類のコンテンツのプ

ッシュ型配信を可能とするアプリケーションプロト

コルを開発しました．要求仕様の実現にあたっては，

各通信プロトコルを狭域通信での利用環境に最適化

した設計とすることで実現しました．

　一方で路車間通信システムのような用途で，新た

な通信プロトコルを適用する場合，マルチベンダ間

での接続性が重要な課題となります．そのため，開

発開始から実用化までの期間を通じて，提案プロト

コルの標準化活動や各種実証実験などでの接続試験

に東奔西走しました．

　2001 年に開発を開始し，現在までの長丁場の研

究開発にあって，標準化活動や製品化開発などで

さまざまな苦労もありましたが，2003 年に駐車場

入退場管理・決済サービスに対応した車載器とし

て，2009 年には ITS スポットサービスに対応した

DSRC 車載器として製品化されるなど，DSRC 応

用システムの実用化に関し，継続的に寄与できたこ

とは，当初の目的であった発展性のあるシステム構

築ができた証であると思っています． 

　今後もこれまでに培った技術を基礎として，さま

ざまな研究を重ね，本分野のさらなる発展に寄与す

べく努力していく所存です．

（2012 年 4 月 17 日受付）
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